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第54回 「2極化相場に変化の兆し」

～コロナ関連株から景気敏感株へ～

初めに

新型コロナウィルスの登場以来、日本の株式市場では2極化が続いて来ました。新型
コロナにより恩恵を受ける企業とそうでない企業の2極化です。しかし最近はこの2極
化相場に変化が現れて来ています。今回はこの2極化相場の変化について考えます。

2極化相場の勝ち組と負け組

世界的には2極化相場の勝ち組は米国のGAFAを初めとする大手ネット企業でしょう
が、そうした企業が少ない日本では、衛生用品関連、テレワーク関連、ゲーム関連な
どが、勝ち組と言えそうです。逆にコロナ対策としての、外出規制の影響が大きかっ
た移動、旅行、外食などは負け組となるかもしれません。しかし状況は変わりつつあ
ります。

景気敏感株の上昇

最近目に付くのが景気敏感株の上昇です。9月11日の日本経済新聞は『海運株に資金
流入』と題する記事を掲載しました。生産が回復する自動車用の荷積みが伸びている
ことなどから海運株に資金が流入しているとの内容です。鉄道株も好調です。JR3社の
株価はいずれも戻り基調を続けています。先程お話ししたように、輸送関連は最も新
型コロナの打撃が大きかった分野の1つですが、そうした企業の株価が上昇に転じてい
る。これが2極化相場が変化していると、考える理由です。

景気回復期待が変化の理由

こうした2極化相場の変化の理由としてまず挙げられるのが、景気回復への期待感で
す。米経済の先行指標と見做されているISM製造業景況指数は7月の54.2から8月の56.0
に大きく上昇。また日本の7月機械受注（船舶、電力、除く）は6.3％増と5か月振りに
前月比で増加しました。こうした日米の経済指標の改善と、それに伴う景気回復期待
が最近の2極化相場変化の理由と考えています。Go Toキャンペーンの対象拡大やGo
To Eatの開始など政策効果もあり、こうした傾向はしばらく続くと見ています。

大手ネット株からの資金シフト

もう1つ、2極化相場の変化の理由として挙げられるのがGAFAなど大手ネット株から
の資金流入です。こうした企業は2極化相場の勝ち組でしたが、割高感や当レポートで
も指摘したソフトバンクグループを巡る問題などから、頭が重い展開となっており、
資金が流出しつつあることがうかがわれます。これが2極化相場の変化のもう1つの理
由と考えています。このまま大手ネット株などが低迷し続けることはないでしょうが、
これまで勝ち組と負け組の差が大きかっただけに、しばらくは景気敏感株優位が続く
と予想しています。
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